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 通所リハビリテーション（以下通所リハ）にとって大改革となった H27 年以降、現場では活動と参加に焦

点を当て、心身機能へのアプローチに偏ることのないよう、より質の高いサー ビス内容への見直しが進めら

れています。また新設された生活行為向上リハ実施加算や社会参 加支援加算等により、「社会参加」をキー

ワードとしたサービスの計画的な修了が意識づけられてきました。これらはいずれも漫然と同一サービスを

提供し続けることへの警鐘と言えます。 

 一方、修了後に移行するサービスとの連携も十分とは言えず、例えば通所リハを修了し通所介護に移行し

た場合、その後も安定した状態で暮らせているかは十分フォローしきれていないのが現状です。 当シンポジ

ウムでは、当協会が行なった通所リハ・通所介護の連携に関する調査研究の結果 を踏まえ、「これから通所

リハと通所介護が地域で協働するために」をテーマに、通所リハ・ 通所介護・ケアマネジャー各立場からの

メッセージをもとに、新時代における通所系サービス協働のあり方を活発に討論したいと思います。 

 

 

  


